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令 和 ８ 年 ９ 月 定 例 会

経 済 警 察 委 員 会

警察本部長説明要旨

委員の皆様方には、日頃より警察活動各般
にわたり、御理解と御支援を賜り、厚く御礼
申し上げます。

それでは、現下の治安情勢及び警察の取組
につきまして、８月末の数値を踏まえて、御
説明いたします。

まず、刑法犯認知件数は２，６９４件で、
昨年同期に比べ１６８件増加しております。
この増加の要因としましては、自転車盗な

どの街頭犯罪が１０１件増加していることが
挙げられます。

また、強盗、不同意わいせつなどの重要犯
罪の認知件数は４０件で、昨年同期に比べ２
件減少しており、侵入盗や自動車盗などの重
要窃盗犯の認知件数は１９２件で、昨年同期
に比べ５件の増加となっております。これら
の犯罪の検挙につきましては、重要犯罪が
４０件３２人、重要窃盗犯が１３３件５９人
となっております。

次に、全国的な治安対策上の最重要課題と
なっております特殊詐欺につきまして、当県
での認知件数は１８４件、被害総額は約１４
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億６，０００万円となっております。
最も件数の多い手口はＳＮＳ型投資詐欺

４６件、次いでニセ警察詐欺４１件、架空料
金請求詐欺３７件であり、これらで認知件数
全体の約７割を占めております。
特殊詐欺の検挙につきましては、６４件

１５人、また、特殊詐欺を助長する口座の譲
渡等の犯罪で７４件６１人を検挙しておりま
す。
また、特殊詐欺などの違法行為に幅広く関

わる暴力団や匿名・流動型犯罪グループにつ
いては、１０７人を検挙しております。
引き続き、これら詐欺の被害防止のため、

特殊詐欺対策アプリの普及等に積極的に取り
組むとともに、犯罪組織の実態解明と取締り
を強化してまいります。

そのほかの主な犯罪事案に関する情勢とし
まして、ストーカー事案では、１７９件の相
談を受理し、１９件の行政命令を発出すると
ともに、計１６件１６人を検挙しております。
薬物事犯では、１３２人を検挙しており、

そのうち覚醒剤事犯が６３人、大麻事犯が
５６人となっております。
生 活 経 済 事 犯 で は 出 資 法 違 反 事 件 等 で

６２件４６人を、環境事犯では廃棄物処理法
違反事件で４８件４２人を、風俗事犯では
風営法違反事件等で３件３人を、サイバー犯
罪では１７５件１２４人を、それぞれ検挙し
ております。
また、１８歳未満の子供の性被害事案につ
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いては、児童買春、不同意わいせつ等により、
５６人が被害に遭っております。
引き続き、子供・女性・高齢者等の安全を

守る取組や県民生活を脅かす悪質な事犯等に
対する取締りを推進してまいります。

次に、交通事故情勢につきまして申し上げ
ます。
県内の人身交通事故発生件数は７８７件で、

昨年同期に比べ３４件の減少、死者数は２１
人で１人の減少、負傷者数は９１２人で２８
人の減少となっております。
本年の交通事故の特徴は、
○ 全事故に占める高齢者が関係する
事故の割合が依然として高水準にあ
ること

○ いわゆる原付以上のバイクが関係
する事故が増加傾向にあること

○ 飲酒運転者による事故が増加して
いること

などが挙げられます。
県警察としましては、今月から実施され

ました生活道路における法定速度の引き下
げに対する広報・啓発をはじめ、更なる安
全で快適な交通環境の実現に向け、各般の対
策に取り組んでまいります。

次に、災害対策につきまして申し上げます。
本年は７月に熊本地震、８月には千葉豪雨

に見舞われるなど、全国的に大規模な災害が
発生しております。
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県警察としましては、８月末までに計３９
名の警察官を熊本県警察に派遣しており、現
在も引き続き警察官を派遣して、現地の災害
警備活動を支援しております。
本県では、南海トラフ地震による甚大な津

波被害も想定されていることから、熊本地震
における反省・教訓も踏まえつつ、大規模災
害発生時に迅速かつ的確に対処できるよう、
引き続き、関係機関と緊密に連携して災害対
処能力の向上を図り、県民の安全確保に万全
を期してまいります。

最後に、太地町の捕鯨をめぐる動向と対策
につきまして申し上げます。
本年９月１日のイルカ漁解禁日に合わせて

反捕鯨団体関係者約１５人が太地町を訪れ、
出漁状況の監視やイルカ漁廃止を訴える抗議
活動、関連施設に対する捕鯨中止の申入れを
行っております。

県警察では、現地に警戒所を開設し、２４
時間体制の警戒警備を行っているところであ
ります。
引き続き、関係機関と緊密に連携しながら、

対策に万全を期してまいります。

以上が、現下の治安情勢及び警察の取組と
なります。

この後、「法人の経営状況報告」につきま
しては刑事部長に、「知事専決処分」につき
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ましては会計課長に、それぞれ説明、報告さ
せますので、よろしく御審議、御承認を賜り
ますようお願い申し上げます。
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令 和 ８ 年 ９ 月 定 例 会

経 済 警 察 委 員 会

刑事部長説明要旨
（法人の経営状況報告）

公益財団法人和歌山県暴力追放県民センタ
ーの経営状況につきまして御報告申し上げま
す。
「法人の経営状況報告書」の３０３頁を御

覧ください。
暴力追放県民センターの概況は、資料に記

載のとおりでございます。

次に、令和８年度事業計画につきましては、
３０５頁を御覧ください。
令和８年度は
・暴力団員による不当な行為の予防気運
の高揚を図るための広報啓発活動

・民間の暴力団排除活動組織の支援
・不当要求・暴力団に関する相談活動

等、１０項目を計画しております。

令和８年度収支予算につきましては、３０６頁
を御覧ください。
収入につきましては、科目欄「Ⅰ 一般正

イチ

味財産増減の部」の「(1)経常収益」にあり
ます

「経常収益計」
に記載のとおり

２，９９５万４，０００円
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となっております。
支出につきましては、科目欄「Ⅰ 一般正

イチ

味財産増減の部」の「(2)経常費用」にあり
ます

「経常費用計」
に記載の

２，９９５万４，０００円
となっております。

次に、令和７年度の実績報告につきまして
は、３０８頁から３１２頁までを御覧くださ
い。
令和７年度は、
・広報啓発資料や広報媒体等を活用した
広報啓発活動

・暴力団員による不当な行為に関する相
談活動

・事業者等に対する不当要求防止責任者
講習

等の事業を行い、県下各地で暴力団排除活動
を推進いたしました。

次に、貸借関係につきまして御報告いたし
ます。
貸借関係につきましては、３１３頁を御覧

ください。
資産の部につきましては、貸借対照表中の

科目欄「Ⅰ 資産の部」の最終行にあります
イチ

「資産合計」に記載のとおり、流動資産及び
固定資産を合わせ、資産合計は
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７億５，４１１万５，７４６円
となっております。

負債の部につきましては、科目欄「Ⅱ 負
ニ

債の部」の最終行にあります「負債合計」に
記載のとおり、流動負債及び固定負債を合わ
せ、負債合計は

５３２万９，１７９円
となっております。

正味財産につきましては、科目欄「Ⅲ 正
サン

味財産の部」の下から２行目にあります「正
味財産合計」に記載のとおり

７億４，８７８万６，５６７円
となっております。

この正味財産増減の詳細につきましては、
３１４頁、３１５頁の「正味財産増減計算
書」に、資産及び負債の詳細につきましては、
３１６頁の「財産目録」に、それぞれ記載の
とおりでございます。

以上で、暴力追放県民センターの経営状況
についての報告を終わります。
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令 和 ８ 年 ９ 月 定 例 会

経 済 警 察 委 員 会

会計課長説明要旨
（諸報第４７号、第４８号、第５０号、
第５１号、第５５号及び第５８号関係）

「知事専決処分」につきまして御報告申し
上げます。

「地方自治法第１８０条第１項の規定によ
る知事専決処分報告」の諸報第４７号、第４８号、
第５０号、第５１号、第５５号及び第５８号
を御覧ください。

諸報第４７号、第４８号及び第５８号は、
いずれも警察官の公務中における交通事故に
伴う損害賠償の額につきまして、御報告する
ものでございます。

続きまして、諸報第５０号を御覧ください。

内容につきましては、事件捜査でパソコン
を押収する際、捜査員が接続ケーブルを抜い
たところ、誤って同ケーブルの先端部分を損
壊したことに伴う損害賠償の額につきまして、
御報告するものでございます。

続きまして、諸報第５１号を御覧ください。
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内容につきましては、夜間の交通事故現場
において関係者から事情聴取する際、警察官
が把持していた懐中電灯を誤って事故車両の
ボンネットに落下させ、同車両を損壊したこ
とに伴う損害賠償の額につきまして、御報告
するものでございます。

続きまして、諸報第５５号を御覧ください。

内容につきましては、交通事故現場におい
て事故車両を移動させるため、当事者に代わ
って警察官が同車両を運転した際、運転操作
を誤って塀に接触させ、同車両を損壊したこ
とに伴う損害賠償の額につきまして、御報告
するものでございます。

各事故の概要、賠償金の額等につきまして
は、諸報に記載のとおりでございます。

以上で、「知事専決処分」についての報告
を終わります。


